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化学物質管理の動向（１） 

地球サミット 
Agenda 21 

第19章：有害化学物質の適正管理 
 

環境と開発に関するリオデジャネイロ宣言 

「予防的取り組み」について言及 

分野 行動計画 

A分野 化学物質によるリスクの国際的評価の充実と発展 

B分野 化学物質の分類と表示の調和 

C分野 有害化学物質及び化学物質によるリスクに関する情報交換 

D分野 リスク削減計画の策定 

E分野 化学物質管理に関する国レベルでの対処能力の強化 

F分野 有害及び危険な製品に関する不法な国際取引の禁止 

第19章：有害化学物質の適正管理のための行動計画 

Earth Summit  

ブラジル、リオデジャネイロ 

1992年 

http://en.wikipedia.org/wiki/File:Flag_of_the_United_Nations.svg
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化学物質管理の動向（２） 

地球サミット 

持続可能な開発に関する 

世界首脳会議 

実施計画： 

① 予防的取り組み方法に留意しつつ、 

② 透明性のある科学的根拠に基づくリスク評価、管理
を行い、 

③ 化学物質の影響を最小化する方法での使用・生産を
2020年までに達成することを目標とする。 

WSSDで発表する小泉総理大臣（外務省HP）
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/kankyo/w

ssd/koizumi_speech.html  

RIO + 20 

南アフリカ、ヨハネスブルグ 

2002年 

World Summit on Sustainable Development  

ブラジル、リオデジャネイロ 

2012年 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/kankyo/wssd/koizumi_speech.html
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/kankyo/wssd/koizumi_speech.html
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2010年の集計値 

有機化学物質はHS Code 28、無機化学物質はHS Code 29より集計 

日本からの化学物質の出荷額 

日本からの化学物質の出荷額 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/eu/index.html
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_the_Republic_of_China.svg
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/a/a4/Asean-flag-small.gif
http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/eu/index.html
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_the_Republic_of_China.svg
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/a/a4/Asean-flag-small.gif
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OECDの動向（１） 

Organization for Economic Cooperation and Development:  

経済協力開発機構 
 

活動目標 

 持続可能な経済成長と生活水準の向上 

 関税障壁の排除と貿易の自由化 

 発展途上国の支援 

化学物質管理に関する主たる活動内容 

 テストガイドラインプログラム 

 GLPプログラム 

 既存化学物質安全性点検プログラム 

 暴露評価プログラム 

 QSAR プログラム 

 IUCLID 

http://www.oecd.org/home/0,3305,en_2649_201185_1_1_1_1_1,00.html
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OECDの動向（２） 

 OECD Test-guideline 305: 魚類を用いた濃縮度試験 

                  Bioaccumulation in Fish  

餌の摂取による間接的取込み 

現在 

 試験物質を試験水に溶解させて、魚に暴露する。 

 2濃度を設定する。 

 １濃度での予備的な試験を認める。 

 水に溶けにくい試験物質については、経口による濃縮性を評価する。 

改定案 

リングテストが終了した。 

http://www.oecd.org/document/57/0,2340,en_2649_34377_2348921_1_1_1_1,00.html 
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OECDの動向（３） 

 OECD QSAR Toolbox 

化学物質のカテゴリー評価及びグ
ルーピング等を行うためのツール。 

OECDと欧州化学品庁の共同で開発。 

 IUCLID (International Uniform ChemicaL Information Database) 

 
化学物質関連情報を管理するための 

ソフトウエア 

化審法 有害性情報報告義務にも用いられる 
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中国の動向（１） 

新化学物質環境管理弁法 

7330 [百万$] 

27.6 [％] 

日本から中国への出荷額 

 新規化学物質の事前審査制度を導入。 

 生態毒性試験は、中国において、中国の生物種を用いて実施する。 

 既存化学物質について、体系的な評価システムは存在しない。 

日本からの化学品の出荷額が最も大きな国。 

OECD加盟国ではない。 

WTO加盟等を契機に、2003年、新化学物質環境管理弁法を導入。 

2010年10月、新化学物質環境管理弁法の改正 

 新規化学物質の申請にリスク評価に関する情報が必要となった。 

 簡易申告（1トン/年未満の物質）の制度が導入された。 

 年次報告等の制度が導入された。 

 意図的放出物質の概念が導入された。 
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中国の動向（２） 

2011年12月、危険化学品安全管理条例の改正 

危険化学品のラベルやMSDSに対して、GHS対応や中国語対応を要求する。 

危険化学品安全管理条例 

危険化学品の製造、保管、使用、輸送等を規制することにより、危険化学品の
事故等を予防する。2002年に公布。 

危険化学品リストは、いまだ公開されていない。 

今年、2月、中国 国家质量监督检

验检疫总局より、危険化学品の確
認を強化するとの通達が出ている。 

http://www.aqsiq.gov.cn/zjxw/dfzjxw/dfftpxw/201202/t20120203_207861.htm 
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韓国の動向（１） 

有害化学物質管理法 

日本から韓国への出荷額 

新規化学物質の事前審査制度が導入されている。 

既存化学物質については、国が安全性の評価を実施している。 

4276 [百万$] 

17.8 [％] 

アジアでは、日本を除き、唯一のOECD加盟国。
1991年に有害化学物質管理法を導入した。 

産業安全保健法においても、化学品の規制がある。 

2011年2月 

｢化学物質の登録及び評価等に関する法律」の草案を告示 

欧州REACH及び化審法の影響を、強く受けている。 

K-REACHと呼ばれている。 
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韓国の動向（２） 

 化学物質の製造/輸入者は、毎年、前年度の製造量、輸入量等を届け出る。 

 既存化学物質の中から評価対象物質を指定し、製造量/輸入量が0.5トン/年以
上の場合、製造者/輸入者に登録制度を義務付ける。 

 予備登録から登録を実施する等、REACH規則に類似している。 

 100トン/年以上の場合の登録には、リスク評価に関する情報が必要となる。 

K-REACHの概要 

1月1日 6月30日 

予
備
登
録 

2022年 

 用途 

 物理化学的性状 

 有害性情報 

 分類、表示 

 リスク評価  

  （100トン/年以上） 

本
備
登
録 
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台湾の動向（１） 

日本から台湾への出荷額 

3359 [百万$] 

12.7 [％] 
日本からの化学品の出荷額が三番目に大きな国。 

OECD加盟国ではない。 

我が国の労働安全衛生法にほぼ該当する勞工安全衛生法と、
毒物劇物取締法にほぼ該当する毒性化學物質管理法がある。 

勞工安全衛生法 

新規化学物質の事前審査制度の導入を予定している。 

当初の予定：2011年6月1日 
 

このため、既存化学物質作成のための流通物質調査を、2010年より、実施。
既存化学物質の数は、6万物質以上。 

実際に、法改正は遅れている。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_the_Republic_of_China.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_the_Republic_of_China.svg
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台湾の動向（２） 

勞工安全衛生法における新規化学物質事前審査制度（案） 

 法律名は、職業安全衛生法に修正する。 

 製造量、輸入量に応じて、通知、簡易申報、完整申報がある。 

 必要な安全性情報は明らかではない。 

 GHS制度が導入される。 

台湾 行政院 勞工委員会のHPによれば、今後も法改正の努力は続けられる。 

（http://csnn.cla.gov.tw/content/englishHome.aspx） 

毒性化學物質管理法 

毒性化学物質の登録等を行う制度の導入を検討している模様。 

Smart REACHと呼ばれていることがある。 

勞工安全衛生法との関係等、詳細は明らかでない。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_the_Republic_of_China.svg
http://csnn.cla.gov.tw/content/englishHome.aspx
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EUの動向（１） 

日本からEUへの出荷額 

3019 [百万$] 

11.4 [％] 

2007年に導入されたREACH規則により、既存化学
物質の登録制度が導入された。 

登録に加え、評価、認可そして制限の制度が導入さ
れている。 

CLP規則も導入され、GHS制度が取り込まれた。 

100トン/年～1000トン/年 

1000トン/年以上 

予
備
登
録 1トン/年～100トン/年以上 

2010年11月30日 2013年5月31日 2018年5月31日 

REACH登録の期限 

 1000トン/年以上のトン数帯の登録が
無事終了した。 

 2012年2月の段階で、約5,000物質が
登録されている。 

 今後、中小企業による登録が増えてく
ると予想される。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Europe.svg
http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/eu/index.html
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EUの動向（２） 

登録された安全性データは、原
則として、欧州化学品庁のHPで
公開されている。 

http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-

00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-

e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf  

http://clp-

inventory.echa.europa.eu/SummaryOfClassAndLabelling.aspx?SubstanceID=55

163&HarmOnly=no?fc=true&lang=en 

届出されたCLP分類情報は、欧州化
学品庁のHPで公開されている。 

約９万物質のデータがある。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Europe.svg
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
http://apps.echa.europa.eu/registered/data/dossiers/DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249/AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf_DISS-9daa7594-c409-0ed0-e044-00144f67d249.html#AGGR-d1a3a157-70fe-4eef-9354-04e9bf62cdcf
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EUの動向（３） 

高懸念物質 (Substance of Very High Concern) 

2011年12月 

新たに20物質が高懸念物質に決定した。 

4-(1,1,3,3-tetramethylbutyl)phenol は、初めて内分泌攪乱作用の影響より、高
懸念物質に指定された。 

高懸念物質は、全部で73物質となった。 

http://echa.europa.eu/web/guest/view-article/-/journal_content/a5533137-4976-4054-b8e8-da4a5b3dd623  

 

認可対象物質 

今年２月、認可対象物質として8物質が決定した。 

認可対象物質は全部で14物質となった。 

http://eur-lex.europa.eu/LexUriServ/LexUriServ.do?uri=OJ:L:2012:041:0001:0004:EN:PDF  

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Europe.svg
http://echa.europa.eu/web/guest/view-article/-/journal_content/a5533137-4976-4054-b8e8-da4a5b3dd623
http://echa.europa.eu/web/guest/view-article/-/journal_content/a5533137-4976-4054-b8e8-da4a5b3dd623
http://echa.europa.eu/web/guest/view-article/-/journal_content/a5533137-4976-4054-b8e8-da4a5b3dd623
http://echa.europa.eu/web/guest/view-article/-/journal_content/a5533137-4976-4054-b8e8-da4a5b3dd623
http://echa.europa.eu/web/guest/view-article/-/journal_content/a5533137-4976-4054-b8e8-da4a5b3dd623
http://echa.europa.eu/web/guest/view-article/-/journal_content/a5533137-4976-4054-b8e8-da4a5b3dd623
http://echa.europa.eu/web/guest/view-article/-/journal_content/a5533137-4976-4054-b8e8-da4a5b3dd623
http://echa.europa.eu/web/guest/view-article/-/journal_content/a5533137-4976-4054-b8e8-da4a5b3dd623
http://echa.europa.eu/web/guest/view-article/-/journal_content/a5533137-4976-4054-b8e8-da4a5b3dd623
http://echa.europa.eu/web/guest/view-article/-/journal_content/a5533137-4976-4054-b8e8-da4a5b3dd623
http://echa.europa.eu/web/guest/view-article/-/journal_content/a5533137-4976-4054-b8e8-da4a5b3dd623
http://echa.europa.eu/web/guest/view-article/-/journal_content/a5533137-4976-4054-b8e8-da4a5b3dd623
http://echa.europa.eu/web/guest/view-article/-/journal_content/a5533137-4976-4054-b8e8-da4a5b3dd623
http://eur-lex.europa.eu/LexUriServ/LexUriServ.do?uri=OJ:L:2012:041:0001:0004:EN:PDF
http://eur-lex.europa.eu/LexUriServ/LexUriServ.do?uri=OJ:L:2012:041:0001:0004:EN:PDF
http://eur-lex.europa.eu/LexUriServ/LexUriServ.do?uri=OJ:L:2012:041:0001:0004:EN:PDF
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2281 [百万$] 

8.6 [％] 

米国の動向（１） 

Toxic Substances Control Act改訂の動き 

日本から米国への出荷額 

2009年： 環境保護庁長官がTSCA改正の6原則を公表 

2010年：上院改正案  Safe Chemicals Act of 2010 

2010年：下院改正案  Toxic Chemicals Safety Act of 2010 

2011年：上院改正案  Safe Chemicals Act of 2011  

我が国の化審法に該当するToxic Substances Control 

Actにより、1977年より、化学物質の規制を行う。 

新規化学物質の事前申請には、定まった試験項目はなく、
ケースバイケースで必要な試験項目を決定する。 

最小データセット (Minimum Data Set) を定める 

 事業者が安全性に関するデータを提出する。 

現在のところ、法改正はなされていない。 
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米国の動向（２） 

 透明性の向上 

Chemical Data Access Tool (CDAT) 

の導入 
（http://java.epa.gov/oppt_chemical_search/） 

従来、秘密情報として扱われていた情
報の開示も実施されている。 

最近の動き 

 IUR制度の変更 

Inventory Update Reporting （IUR） 

  ⇒ Chemical Data Reporting Rule (CDR） 

http://java.epa.gov/oppt_chemical_search/  

http://java.epa.gov/oppt_chemical_search/
http://java.epa.gov/oppt_chemical_search/
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化学物質管理の動向 

欧州：REACH制定 
化審法改正 

化審法制定 

レスポンシブルケア開始 

OECD：TG、GLP制定 

米国：TSCA制定 

欧州：67/548/EEC制定 

OECD：HPVプログラム開始 

ヨハネスブルグサミット  

地球サミット 

GPS/JIPS開始 

中国：新化学物質環境管理弁法制定 

USチャレンジプログラム開始 

韓国：K-REACH草案  

台湾：勞工安全衛生法改正案  

中国：新化学物質環境管理弁法改正 

RIO + 20 

中国：危険化学品安全管理条例改正 

米国：TSCA改正方針 

http://www.hatayasan.com/f-world/img/mkd-018-1.gif
http://www.abysse.co.jp/world/flag/america/america.html
http://www.abysse.co.jp/world/flag/america/america.html
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まとめ 

 持続可能な開発に関する世界首脳会議の2020年目標に向けて、諸 
 外国において、化学物質管理規制の改革が行われている。 

 OECDでは、テストガイドラインの改訂や、QSAR Toolboxの開発等が    
 進められている。 

 中国では、新化学物質環境管理弁法の改正や危険化学品安全管理
 条例の改正が行われた。 

 韓国では、K-REACH制度の導入が検討されている。 

 台湾では、勞工安全衛生法や毒性化學物質管理法の改訂が検討さ
 れている。 

 欧州では、REACHに基づき、高懸念物質や認可対象物質の選定が
 進められている。 

 米国では、TSCA改正の議論がなされていると共に、情報の開示等
 が進められている。 


